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別紙資料５ 
川崎区区民会議要綱  

 
（趣旨）  

第１条 この要綱は、川崎市区民会議条例（平成１８年川崎市条例第１１号。以下「条
例」という。）第１条の規定に基づき設置する川崎区区民会議（以下「区民会議」と
いう。）の組織について、川崎市区民会議条例施行規則（平成１８年規則第２８号。
以下「規則」という。）に定めるもののほか、必要な事項を定めるものとする。  

 
（課題の調査審議）  

第２条 区民会議は、緊急性、重要性、実現性などを考慮して課題を選定し調査審議
するものとする。  

２ 区民会議は、会議毎に調査審議の結果をまとめ、年度毎に区長に報告するものと
する。  

 
（団体推薦委員）  

第３条 区長は、規則第３条で定める分野における活動を行う団体から活動目的、活
動範囲、区内における活動実績を総合的に判断して選定した団体に委員の推薦を依
頼するものとする。  

２ 前項において推薦を依頼された団体（以下「推薦団体」という。）は、「川崎区区
民会議委員推薦書（第１号様式）」により、速やかに委員の推薦を行うものとする。 

３ 前項の規定により推薦され、委員の就任を承諾する者は、「川崎区区民会議委員就
任承諾書（第３号様式）」（以下「就任承諾書」という。）を市長に提出するものとす
る。  

４ 推薦団体が委員を変更する場合には、「川崎区区民会議委員推薦変更届（第２号様
式）」を市長に提出するものとする。  

 
 （公募委員）  
第４条 条例第４条第２項第２号の委員の公募については、別に定める。  
２ 前項の公募により選任された者は、就任承諾書を市長に提出するものとする。  
 
 （区長選任委員）  
第５条 条例第４条第２項第３号により選任され、これを承諾する者は、就任承諾書

を市長に提出するものとする。  
 
 （委員の再任）  
第６条 委員は、２期に限り再任されることができる。  
 
 （副委員長）  
第７条 条例第５条に規定する副委員長の人数は２名とし、委員長の職務代理はあら

かじめその指名する副委員長が行うものとする。  
 
 （専門部会）  
第８条 条例第７条に規定する専門部会は、区民会議に諮り委員長が設置する。  
 

（庶務）  
第９条 区民会議の庶務は、まちづくり推進部企画課において処理する。  
 

附則  
この要綱は、平成１８年４月２０日から施行する。  

 
 この要綱は、平成２０年４月１日から施行する。  
 

この要綱は、平成２０年７月１日から施行する。  
 
この要綱は、平成２４年４月１日から施行する。  



川崎区区民会議運営要領 
 
１ 趣旨 
 川崎区区民会議の運営に関し必要な事項を定める。 
 
２ 会議 

(1) 区民会議は年４回開催を原則とし、委員、区民会議参与、傍聴者が参加しやすい時期、

時間帯に配慮する。 
(2) 区民会議の議事は出席委員の一致により決することを原則とし、議長がこれにより難い

と認める場合は区民会議に諮ったうえで適切な方法により決する。 
 
３ 幹事会 

(1) 円滑な会議運営を図るため、区民会議に幹事会を置く。 
(2) 幹事会は、委員長、副委員長及び委員長が指名する委員をもって構成する。 
(3) 幹事会は、委員長が招集し座長を務める。 

 
４ 専門部会  
 部会長に事故があるとき、又は部会長が欠けたときは、部会長が予め指名する委員が職務を

代理する。 
 


